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(１) a 太郎が雨の中をさまよった。             (杉本 2009) 
b ちょうど人が額に手をあてて遠くを眺めるといったふうに、淡い六の 
月光の中を、向こうの谷をしげしげ見つめているのにあった。 
[国語総合 教育出版株式会社 2006] 
(２) a 二人がそれを手帳に写しとろうとするのを、じれったそうに手をふっ
て、「いいんだよ、それは持ってお行き。こっちにゃ住所の控えはあ
るから」                      (レー 1988) 
b この時の保健大臣だったフラビエール氏も、IRRM(国際農村復興運動) 
  という主に地域開発の活動をしているNGOの代表だったのを、ラモス 
大統領によって任命されたばかりだった。 
[火曜日はマーシーの日 2002] 
















 (４) a 太郎が皿を割った。      (対格の「を」) 
    b 太郎が公園を歩いた。     (移動格の「を」) 





























[国語総合 教育出版株式会社 2006] 
(８) この時の保健大臣だったフラビエール氏も、IRRM(国際農村復興運動)と
いう主に地域開発の活動をしているNGOの代表だったのを、ラモス大統領
によって任命されたばかりだった。    [火曜日はマーシーの日 2002] 
























(10) a 「中を」 
状況の「を」①： 
暗闇の中を洞窟をさまよった。           【移動格の一種2】 
状況の「を」②： 
ある峠でマイナス9度の中をトイレ休憩のために15分間立っていたが、… 
                       【移動格の時間的な用法3】 
     b 「のを」 





                           【接続助詞的・対格5】 
     c 「ところを」 
ところ補部：警察は泥棒が逃げようとするところを捕まえた。【目的語6】 
      泥棒は逃げようとするところを捕まった7。    【目的語】 
接続助詞用法の複合辞： 
もう少しで優勝するところを、ミスして負けました。    【接続助詞8】 
















































































































































 (１) a *太郎は友人の制止の中を次郎に殴った。 
    b 太郎は友人の制止の中を次郎に殴りかかった。     (杉本 1993) 
(２) a ある峠でマイナス9度の中をトイレ休憩のため15分間立っていたが、
手袋無しで写真が撮れた。 











 (３) a 次郎が帰った 
     b 太郎が次郎に帰らせた。 
     c 太郎が次郎を帰らせた。               
 (４) a 次郎が手紙を書いた。 
    b 太郎が次郎に手紙を書かせた。 
    c *太郎が次郎を手紙を書かせた。            
 (５) a 次郎が急な崖を登った。 
    b 太郎が次郎に急な崖を登らせた。 
















 (６) 花子は教習所で教習車をもう何度も運転している。     

































(９) a 橋ヲコワシタ   ―誰ガ？ 
    b 子ドモガコワシタ ―何ヲ？ 







 (10) 兄ハ5年前ニ結婚シテ、イマ九州ニ住ンデイル       (寺村 1982) 
















































 (14) 子供達ガ吊リ橋ヲ渡ッタ。← 子供達ガ渡った吊リ橋 
 (15) 子供達ガ運動場ヲ走ッテイル。← 子供達ガ走ッテイル運動場 






























 (17) ⅰ) 状況補語は、何らかの移動を伴う動作を表す動詞としか共起しない。 
    ⅱ) 状況補語と移動補語とで曖昧な場合がある。 
    ⅲ) 状況補語は、「中」などによって場所化される必要がある。 








 (18) a *太郎は友人の制止の中を次郎を殴った。 





 (19) a 桜吹雪の中を歩いた。 





 (20) a *吹雪を山小屋を探した。 









 (21) ある峠でマイナス9度の中をトイレ休憩のため15分間立っていたが、… 
                             (毎日00/1/7朝刊) 
 (22) 値下げによる消耗戦や専門店の攻勢の中を生き抜くには、… 






 (23) a 楽しい時を過ごした。 













    ②対象格や場所格の用法の「を」と共起できる場合があること。 
    ③逆接の意味合いを持つこともあるが、接続助詞的な用法ほど明確では










 (25) 吹き付ける雪の中をひと気のない一本道を進んでいた。  (加藤 2006) 





 (27) a 吹雪の中を、東京行きの最終便が富山空港を離陸した。(加藤 2006) 













 (28) 夕闇が迫る中を太郎は一人ひと気のない一本道を帰った。 (加藤 2006) 






















 (31) a 桜の花が舞い散る中で、社長は練習通りに演説した。 
    b *桜の花が舞い散る中を、社長は練習通りに演説した。 (天野 2011) 
 (32) a 懸命に思い出そうとするにもかかわらず、社長はとうとう何も思い出
せなかった。 
b ??懸命に思い出そうとする中を、社長はとうとう何も思い出せなかっ
た。                       (天野 2011) 
 
 ここで、「AガBヲV」型構文類型に属する文において、「突破する・突き進む・
















 (33) 社長退陣の怒号が響く中を、社長は練習通りに演説した。 (天野 2011) 





















 ⅰ) ガス会社の職員は、太郎は故障部品の交換を済ませた。          (天野 2011) 















 (35) [手帳に写し取ろうとするのを[手を(対象①) ふった(語彙的意味‹フル›) 動詞①]] 
 
        (対象‹方向›②)     (拡張意味‹遮ル›)動詞句② 


















たした。<断る事態が成立する方向性> →← <断らせない> (天野 2011) 
 (37) そのまま出て行こうとするのを、延津賀が、「いいんですよ。おはいん
なさいな、まあ。ちっともかまわないんですから。」「いえまた…略…」 
    <そのまま出て行く事態が成立する方向性> →← <出て行かせない>  





































えた。                        (佐伯 2013) 


























































 (46) a また雑文欄に春山行夫/が/?の/『峰の小舎の生活』という随筆を書い
ている/の/*こと/を読んだ。                
    b また雑文欄に春山行夫/が/の/『峰の小舎の生活』という随筆を書い

























 ⅰ) 子供があとからついてこようとするのを、彼女は叱った。 
 ⅱ) 当時、大本営報道部にいた将校が戦後、発表のウソを認めて「自分の前半生は罪万死に値




























 (50) a こちらは、歩き方が早すぎるのではないかと反省しているのを、先方
は見習って早く歩きたいという。 
    b こちらは、歩き方が早すぎるのではないかと反省しているのを、先方















しまった。                      (加藤 2006) 
(52) 東も西もわからないのを気の向くままに歩いていったら、いつのまにか






動かなくなってしまった。               (加藤 2006) 
 (54) 東も西もわからないのを気の向くままに大通りを歩いていたら、いつの








った。                        (加藤 2006) 
 (56) 東も西もわからないのを、迷ってしまったら誰かに助けてもらえばいい
だろうと足の向くまま気の向くままに大通りを歩いていったら、いつの























(58) a  先方も、忙しいところを、わざわざこちらへ出向いてくれたんだ。 
    b???先方も、時間があるところを、わざわざこちらへ出向いてくれたん




























 (59) 「郵便函を見に行って帰ってくる処を兄に見つけられたのです。」 





 (60) 「きょうは、お忙しいところを、たいへんありがとうございました。」 











 (62) もうすこしで優勝するところを、ミスして負けました。 






















業に遅刻してしまった。                (田中 1996) 
 (66) 食前に飲むところを食後に飲んでしまったために薬が効かなかった。 
                               (田中 1996) 
















(67) a 7時(にセットするの)を9時にセットする(ことにする) 








 (68) 本来なら留学できるところを/が、親の反対で実現できなかった。 
 (69) 順調にいけば課長になるところを/が不祥事を起こして左遷された。 














































ところを、太上老君があいだにはいって事をおさめられたとか。   

































 (73) a 二人{が/?の}それを手帳に写しとろうとするのを、じれったそうに手
をふって、 




















                                                                                                                           
節「ので」は名詞性が低いと判断している。 
 ⅰ) a その日も、アドリアーナが/の送ってきてくれたのを、まだ時間があるから、このザッ
テレの川岸を散歩しようということになったのだった。 
























 (２) a 太郎が雨の中を走った。 










 (３) *太郎は友人の制止の中を次郎に殴った。 








































(７) 楽しい時間を過ごした。             (益岡・田窪 1987) 


























 (11) a ??親を亡くした子供達は戦後の混乱期を育った。 
b  親を亡くした子供達は戦後の混乱期をこの町で育ってきた。 
 (12) a ??兵士達は嵐のように爆撃が続く数時間を進んだ。 





























 (14) 社長退陣の怒号が響く中を、社長は練習通りに演説した。 











      …                      (毎日00/1/7朝刊) 
b 値下げによる消耗戦や専門店の攻勢の中を生き抜くには、…  
(毎日00/5/5朝刊) 
(16) a 楽しい時を過ごした。 








                                           
6 天野(2011)によると、ⅰ)のように、出来事の実現を阻む逆境の意味がないと、状況の「を」句
文は成り立ちにくいと指摘している。 
  ⅰ) ?桜が舞い散る中を、社長は練習通りに演説した。            (天野 2011) 
また、次の文のように、「を」句に<逆境>という意味がなく、(狭義)移動動詞と共起する場合は、
状況の「を」句文ではなく、移動空間「を」句文の一種と位置付けられている。 














































 (17) 桜吹雪きの中を公園を歩いた。 

























 (20) a 暗闇の中を光の当たるところまで歩いた。 







(21) 太郎が部屋(*を／から)庭に出た。           (三宅 1995) 
 (22) 暗闇の中(を／から)光の当たるところに出た。 
(23) 何はともあれ雨の中を、西苑の、団地を改装した外国人参加者専用の宿
























 (25) a 月も出ていない暗闇の中次郎がやってきた。 


















 (26) a *吹雪を山小屋を探した。 






















 (27) 吹き付ける雪の中をひと気のない一本道を進んでいった。 






















  ⅰ) 人込みの中をあちこち歩いた。 





 (29) a 私はデパートで、友人に会った。 
b  私はデパートで、買い物をしている友人に会った。 
c  私はデパートで、友人が買い物をしている場面に会った。 


































(31) a 雨の中をグラウンドを走った。 
b 暗闇の中を山小屋を探す。 
(32) 十月十日には雨の中を三菱経済研究所の宇野弘蔵を訪ね「研究会」への










(33) a *お米をご飯を炊く。 















(34) a 吹雪の中を遭難者を捜索した。 




























 ⅰ) 子供達ガ吊リ橋ヲ渡ッタ。← 子供達ガ渡ッタ吊リ橋 



































                                           
21 本研究では、空間ナカヲについて、動詞自体の行為に含まれる移動と関係し生起する点で、意味
的な依存性を持っていると判断した。 
 経路の「を」 空間ナカヲ 
形式 実質名詞＋を 出来事＋中＋を 
空間認識 実質的空間性 抽象的空間性 
共起動詞 移動動詞 移動動詞・移動性動詞と意味的な依存関係21 














椅子に反り返った。               [天使の自立 1996]





























 (38) a *月光の中を本を読んだ。 









(39) a ??そよ風の中を、ギターを弾いた。 
    b ?そよ風の中を、ギターを弾いていた。 





















(40) a 太郎と花子との間に子供が生まれている。 

















                                                                                                                           
  ⅰ) a 太郎が本を読んでいる。          【動作持続】 
     b 革命軍兵士が死んでいる。         【結果持続】 
     c 太郎が結婚問題で悩んでいる。       【状態持続】 











 (42) a *月光の中を本を読んだ。 
     b ?月光の中を本を読んでいた。 












   「読む」               「読む」 









 (44) 月光の中をのんびりと本を読んだ。 
        「月光の中を」     









(45) a 防衛軍は、豪雨の中を最後まで戦った。        (天野 2011) 
b ?防衛軍は、豪雨の中を戦った。 
(46) a 社長退陣の怒号が響く中を、社長は練習通りに演説した。 
(天野 2011) 







(47) a ??そよ風の中を、ギターを弾いた。 
     b ??満天の星空の下を、座り込んだ。 
     c ??桜吹雪の中を、社長に帰国報告をした。 
    d ??穏やかな春の陽の中を、手紙を書いた。 











 (48) そよ風の中を、ビールを一杯飲んで(得意になって)ギターを弾いた。 
         (展開プロセス：ビールを飲む → ギターを弾く) 
 (49) 満天の星空の下を、空を見上げながら(べたりと)座り込んだ。 
         (展開プロセス：空を見上げる → 座り込む) 
(50) 観衆の声援の中を、涙を流しながら(感動して)メダルに見入った。 









椅子に反り返った。(展開プロセス：平らげて → 反り返る) 
((36)の再掲) 
(52) 伝玄墨汁の読経が続く中を乗組員たちが順に席を立って焼香しはじめた。 
          (展開プロセス：立って → 焼香する) [虚航船団 1992] 
(53) 母は生命の危機を感じて、とっさのことで着がえる暇もないので、酷寒
のしばれる中を素足にねまき姿のまま、二軒続きの社宅の隣りの家の戸
を叩いて身をひそめました。(展開プロセス：叩いて → ひそめる) 
















(54) ガス会社の職員は、吹雪の中を点検作業した。      (天野 2011) 














 (56) 大雨の中を、太郎は故障部品の交換を済ませた。     (天野 2011) 





















 (54’) ガス会社の職員は、吹雪の中を(巧みに)点検作業した。 
 (56’) 大雨の中を、太郎は故障部品の交換を(迅速に)済ませた。 

















      －効果：事態が線的に捉えられ、時間的状況と結びつきやすくなる 
b 副詞成分と共起する場合 
－効果：動詞の展開過程が取り上げられる 
    c 複数の動きを表す動詞の連続の場合 

















 (60) 3年間を中国で過ごした。                  
 (61) 彼はベートーヴェンと同じ時代を生きた。 
 













 (62) a *そこで3年間を楽しく新婚生活を過ごした。 
    b *バス停で1時間をずっと彼女を待った。 






 (63) a 自分に与えられた時間を十分に生きる。 





























 (66) a ?空腹のまま七時間を山道をさまよった。 














(67) a ??ジョンは町の明かりが見えるまでの数時間を歩いた。  
b ジョンは町の明かりが見えるまでの数時間をビルと歩き続けた。 
(高井 2012) 
(68) a ??先頭ランナーはゴールまでの1時間を走った。 









員だった。              [スローフードな人生！ 2003] 
(70) 子どもたちは午後の時間をたっぷり池で遊んだ。  [テイル館の謎 2001] 
(71) 相手が自分より口達者であった場合には喧嘩ののち彼は宇宙標準時間に
して約四十分間をひとりさめざめと泣き続けるのだ。 [虚航船団 1992] 
 (72) もし、一日八時間を区役所の婚姻部局で働く公務員のごとく決まった時
刻に通るとか、…               [十三人組物語 2002] 























(74) a かなり長い時間を歩いた。       [てくてくカメラ紀行 2004] 
b かなり長い時間を走った。 
 (75) かなり長い時間を公園を歩いた。 



































 (78) a ??親を亡くした子供達は戦後の混乱期を育った。 
    b ?親を亡くした子供達は戦後の混乱期を育ってきた。   (高井 2012) 
 (79) a *月光の中を本を読んだ。 




 (80) a ??子供達は母親が迎えに来てくれるまでの時間を遊んだ。 
b 子供達は母親が迎えに来てくれるまでの時間を友達と楽しく遊んで
いた。                      (高井 2012) 
 (81) a ?防衛軍は、豪雨の中を戦った。  
b 防衛軍は、豪雨の中を最後まで戦った。       (天野 2011) 












 (82) a ??そよ風の中を、ギターを弾いた。 
b そよ風の中を、ビールを一杯飲んで（得意になって）ギターを弾いた。 





(83) a ?子供たちは母親が迎えに来てくれるまでの時間を友達と楽しく遊んだ。 
(高井 2012) 






 (84) a ??子供たちは両親がじっと見守る中を友達と遊んだ30。 
    b 子供たちは両親がじっと見守る中を友達と遊んで、おもちゃを片付け 
た。 





































 (88) 彼女は長い秋の夜を泣き通して、ようやく静まった。 



























 (91) あの頃我々はしばしば喫茶店で長時間話し込んだ。    (仁田 2002) 

























 (94) 友達を待っているあいだにこの考えを思いついた。 











 (96) 何をしているあいだにこの本を読んだのですか。 












 (98) 彼女は何年間を中国で過ごしたんですか。 













































 (103) a 7月4日に私はあることを決意した。 
    b 7月4日に、あることを決意した。 
 
 (104) a 二人の女性が感心して見つめる中を、ジョシュアは三皿も平らげてか
ら椅子に反り返った。             [天使の自立 1996] 
    b ちょうど人が額に手をあてて遠くを眺めるといったふうに、淡い六日
の月光の中を、向こうの谷をしげしげ見つめているのにあった。  




























 期間ヲ① 期間ヲ② 時間ナカヲ 
 
生起条件 

























(106) 移動格の「を」 起点 
             経路        空間ナカヲ 



































「いいんだよ、それは持ってお行き。こっちにゃ住所の控えはあるから」   









                                           





































(３) a 先方も、忙しいところを、わざわざこちらへ出向いてくれたんだ。 
    b???先方も、時間があるところを、わざわざこちらへ出向いてくれたん












 (４) [手帳に写し取ろうとするのを[手を(対象①) ふった(語彙的意味<フル>) 動詞①]] 
 








































た。               [はんなり京都スケッチ気分 2003] 
 
                                                                                                                           
動詞の項のように解釈されると捉えている。詳細は伊藤(2013)を参照。 










































堪えて頑張ってるんだわ。               (天野 2011) 
(10) 話しているうちにだんだん激して来、意造は思わず涙声になるのを、相
手が佐穂だとやはり遠慮があり、立って鼻をかんでくると、あらためて















































 (14) S1ヲ S2[(動作主Aガ)サエギル]  




















ことであつた。                [江馬務著作集 1988] 
(17) 以前は出来あがりをAMGに持っていって改造してたのを、製造途中にAMG
が手をつけることでかなーりAMGチューンの価格が安くなったのです6。













<自宅待機が継続する方向性>→←<4月から自宅外で働く>  (天野 2011) 
 


















































































                      [藤沢周平を読む 1995] 
(25) ソニー以外は世界中がみなシャドウマスク方式だったのを、うちだけは
クロマトロン方式をとったのです。           ((７)の再掲) 
(26) 日本ではあまり個人の意見を言わないように指導しているのを、欧米で











ウマスク方式をとったのです。                   







はあまり個人の意見を言わないように指導している。        





って鼻をかんでくると、あらためて佐穂に意見を求めた。 [蔵 1993] 















































































































格助詞用法         接続助詞用法 
    他動性強                     他動性弱 
     「対抗動作」型    「継起的対比」型「同時的対比」型 
















































 (１) a 警察は犯人が逃げていくところを捕まえた。 






















 (２) 郵便函を見に行って帰ってくる処を兄に見つけられたのです2。  
(森田・松木 1989) 










業に遅刻してしまった。                 (田中 1996) 
























 (６) A型「ところを」 
a 私は、次郎がつまみ食いをしているところを(見つけた/捕まえた)。

















 ⅰ）a 私はやむを得ず、口で云うべきところを、筆で申し上げる事にしました。 
   b 私はやむを得ず、口で云うべき義務を怠って、筆で申し上げる事にしました。 
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 (８) a 郵便函を見に行って帰ってくる処を兄に見つけられたのです。 
(森田・松木 1989) 
b 次郎はつまみ食いをしているところを捕まえられた。  (近藤 1999) 
 (９) a もう少しで優勝するところを、ミスして負けました。 
     (森田・松木 1989) 
















                                           
5 近藤(1999)の分析では、ⅰa)の「ところを」節は副詞化されていないと判断しているのに対して、
ⅰb)の方は副詞化されていると見ている。そのように判断する根拠については示されていない。 
 ⅰ）a 次郎はつまみ食いをしているところを見つけられた。 







 ⅰ）a 警察はその泥棒が逃げて行くところを(呼び止めた/捕まえた/襲った)。 


















 (11) a 私はやむを得ず、口で云うべき義務を怠って、筆で申し上げる事にし
ました。 
b 私はやむを得ず、口で云うべきところを、筆で申し上げる事にしまし
た。                       (近藤 1999) 
 (12) おかげで陛下のご勘気にふれて、一時は二郎さまの御身もあやうくなる
ところを、太上老君があいだにはいって事をおさめられたとか。 
                            [乱紅の琵琶 2001] 
 (13) ジフテリアで死ぬところを血清療法のお陰で助かった人も多い。  




































 (16) 本来なら健康保険から脱退しなければならないところを、自分で望んで 
「加入させてもらう」わけですから、保険料の納付期限にも厳しい制限




わせの人たちの中で立ち尽くしていた。     [不実なくちびる 2004] 
 (18) だからこそ犯人は、殺害現場からすぐに立ち去りたいところを、時間を




















隼人としては、甲斐の命令は断れなかった。     [虹の刺客 1999] 
 (21) もうすこしで優勝するところを、ミスして負けました。       
(田中 2010) 
 (22) がけから落ちるところを、運よく助かりました。      (田中 2010) 













































































































P：忙しい → R：来ないのも当然だ ⇔ Q：予期に反して来てくれた  
(32) 君のおかげで、危ないところを助かった。 
    P：危ない → R：被害を受けるのも当然だ ⇔ Q：予期に反して助かった 
 (33) お忙しいところを、お呼び出ししたりして申し訳なかった。 
    P：忙しい → R：呼び出さないべきだ ⇔ Q：予期に反して呼び出した 
(34) 生活が苦しいところを、夫に病気で寝込まれた。     (田中 1996) 
     P：生活が十分苦しい → R：夫は元気でなければいけない  










 (35) お楽しみのところをお邪魔して申しわけありません。   (田中 1996) 












 (37) ??勝つために完璧に準備したところを、ミスして負けました。 



























 (38) 敷居につまずいて、危うく熱湯を足にこぼすところだった。 




















た隼人としては、甲斐の命令は断れなかった。   [虹の刺客 1999] 
b 家禄没収の上切腹を命ぜられるところだった。 
(42) a もうすこしで優勝するところを、ミスして負けました。 (田中 2010) 
    b もうすこしで優勝するところだった。 
 (43) a がけから落ちるところを、運よく助かりました。    (田中 2010) 
















(46) a 本来、下水道は欧米のように街作り、道路作りと並行して進めるべき 
ところを、日本はすでにでき上がっていた道路を掘り返さなければい
けないから、費用はもちろん、時間がものすごくかかる。 
 [ニッポンの水準 1994] 
b 本来、下水道は欧米のように街作り、道路作りと並行して進めるべ
きところだった。 
 (47) a 日本語のメールはISO‐二千二十二‐JPエンコーディングで送信しな
ければならないところを、internal＿encodingのままのエンコーディ








 (48) 普通ならただではすまないところだが、今回だけは見逃してやろう。 
(グループジャマシイ 1998) 
 (49) 通常は定価どおりのところを、お得意さんに限り特別に1万円引きになっ
ております。               (グループジャマシイ 1998) 





































































































































































を考えた。                    【空間ナカヲ】 
b #[伝玄墨汁の読経が続く中を乗組員たちが順に席を立って焼香しなが








































































    本来「詞」である名詞のうち実質的意味が薄れている形式名詞を中心
にして複合した複合辞.「ものだから」「ところで」「ことだ」などが






違いない。                      (松木 1990) 
 



























 (12) a 二人がそれを手帳に写しとろうとするのを、じれったそうに手をふっ
て、「いいんだよ、それは持ってお行き。こっちにや住所の控えはあ

















ン方式をとったのです。         [わが友本田宗一郎 1992] 












































たのに、オペラに出会って突然音楽の神様が降りてきた。    
(18) a 体調が悪いからと固辞するのをさえ/も、社長は無理矢理グラスを満
たした。とにかく酒を強要する人なのだ。 

























だった。                 【接続助詞用法ノヲ】 
c *日本ではあまり個人の意見を言わないように指導しているのや、中
国でもみんなの意見を重視しているのを、欧米では自分の意見を積
極的に述べるように教育している。      【接続助詞用法ノヲ】 
 (21) a 体調が悪いからと固執するのを{さえ/も}、社長は無理矢理グラスを
満たした。とにかく酒を強要する人なのだ。(天野 20125) 
                            【格助詞用法ノヲ】 
b *これまでロシア経由であったのを{さえ/も}、今回の旅では初めてウ
ィーンを経由(往途、帰途とも宿泊)することになった。 











                           【接続助詞用法ノヲ】 
c *実際の鶴ヶ岡城は平城であったのを{さえ/も}、五層の天守閣と立派




    b *気がかりだった、以前は出来あがりをAMGに持っていって改造してた
のを、製造途中にAMGが手をつけることでかなーりAMGチューンの価格
が安くなったのです。            【接続助詞用法ノヲ】 
    c *気がかりだった、ソニー以外は世界中がみなシャドウマスク方式だっ
たのを、うちだけはクロマトロン方式をとったのです。 















 (23) a 太郎はいつも雨の中や、吹雪の中を公園を走った。  【空間ナカヲ】 
    b ??観衆の声援の中や、国歌が流れている中を、涙を流しながら(感動し
て)メダルに見入った。              【時間ナカヲ】 




た。                      【時間ナカヲ】 
 (25) a 気がかりだった、雨の中をグラウンドを走った。   【空間ナカヲ】 
    b ??気がかりだった、二人の女性が感心して見つめる中を、ジョシュア


















































(29) a 私はドイツ語もできるが、中国語もできる。 
   b 私はドイツ語もできるのだが、中国語もできる。     (野田 1997) 























































































 (36) a 本来なら、私たちの命がなくなるはずのところを、こういう形ですっ
きり収めるということで、命乞いをしたんです。      
b 本来なら、私たちの命がなくなるはずのところを… 









 (38) a はじめは幼児が単に明るい空を望んで口にした言葉だったのを、父母
や祖父母が一緒に口ずさんでいるうち、いつか、生活責任者・保育者
としての心情も移しこめるようになったのだと思うのです。 




 (39) a 『暗殺の年輪』で紹介されているところを引用すると……中略……実
際の鶴ヶ岡城は平城であったのを、五層の天守閣と立派になっている。 






 (40) 「それほどに思い合ってる仲と知ったらあんなに勧めはせぬものを」 

































空間ナカヲ 動詞句内 残存   










動詞句外 喪失 有 























 (42) 格助詞「を」の性質の希薄化の強弱  
強                             弱 
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『現代日本語書き言葉均衡コーパス(BCCWJ)』、(中納言を使用)、国立国語研究所. 
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第１章 序論 
新規執筆 
第２章 先行研究と問題の所在 
新規執筆 
第３章 移動格の「を」と「中を」形式におけるずれと機能変化について 
申義植(2012)『状況の「ヲ」に関する研究―動詞依存性と出来事性について―』
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